
  平成３０年度 第１回校内研  

 

  「 数学 科 」 授業のデザイン 
 

                                                                      授業者：木部 岳詩  

 １ 日 時   平成３０年６月５日（火）５校時  

 ２ 学 級             １年２組  

 ３ 題 材（単元） 文字を使った式の表し方  

 ４ 本時の授業  

   （１）目標  

文字式の表し方にしたがって、式を表すことができる。  

   （２）授業の取り組み  

・文字式の積や商、累乗の表し方を理解する。  

・練習問題をして、表し方を考える。  

・なぜかけ算と割り算の記号は省略できるのに、足し算と引き算の記号は省略できないのか考える。 

 

  （３）流れ  

学習内容と学習活動  指導上の留意点等  

 

 ①本時の課題と流れを確認する。  

 

 

 

 
文字式の表し方にしたがって、式を表すことができる。  

 

 

 ②基礎の課題  

 

 

 

例題を示しながら、生徒とともに確認を行う。  

 

 

 

 

 

 

文字式の表し方を確認し合えるように班で活動を行わ
せる。  

 

 

③ジャンプの課題  

  

 

 

 

 

多様な考え方ができるように班で話し合わせる。  

 

 

 ④まとめ  

練習問題を行い、理解度をはかる。  

 

 

 

 

 

間違えやすいポイントを、例を元に説明す

る。 

 

 

 

自分 1 人だけで考えるのではなく、班の全員

が理解できるように班の中で説明し合うよ

う指示する。 

 
 

 

 

 

 

計算の順序や見やすさ等に着目して考え

させるため、適宜ヒントを与える。  

 

 

 

 

 

 

様々なパターンの問題に取り組ませるこ

とで、文字式の表し方を習得させる。 

  

           ～ 公開授業５校時（ 数学 科 ）～ 

文字式の積や商、累乗の表し方を理解する。  

 

３×a + b ÷５－c ÷２  を文字式の表し方に従って

書きなさい。  

どうしてかけ算と割り算の記号は省略できるのに、

足し算と引き算の記号は省略できないのか。  


